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現代の育児における音楽の役割に注目し、音楽の有無による母親のあやし行動の変化を調べた。育児

の中で音楽が使われるのは、乳児のぐずりをあやしたり遊んだりする時の他、養育者が十分に乳児の相

手をすることができない状況も多いという実態調査の結果を受け、母親が児を抱かず、児を寝かせた状

態でのあやし行動について検討した。生後２～５ヶ月齢児の母親27 名を対象に、音楽が無い条件と、

歌声のない音楽が提示される条件における母親の対乳児あやし行動を観察し、生起するあやし行動の内

容と生起傾向、リズミカルな反復動作を含むあやし行動の生起傾向の音楽提示による変化を調べた。そ

の結果、母親のあやし行動として、乳児への接触、発声、体を揺らして見せる行動の３つが主に生起した。

音楽の提示により、あやし行動全体の生起傾向に変化はみられなかったが、非リズミカルなあやし行動

が減少し、リズミカルなあやし行動の割合が増加する傾向がみられた。乳児の抱きを制限した状況にお

いても、触覚、聴覚、視覚など多様な感覚のリズミカルな刺激が音楽とともに乳児に与えられ、乳児を

効率よく落ち着かせ、相互作用に引き込む機能があると考えられた。
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背　　 景

現 代 の 日 本 で は ， 人 多 数 の 乳 児 が 発 達 初 期 か

ら 音 楽 を 聴 取 し て い る 。 Ｏ ～ ２ 歳 児 の 母 親 を 対

象 と し た 実 態 調 査 で は ， 生 後 ５ ヶ 月 ま で に お よ

そ ８ 割 以 上 の 母 親 が オ ー デ ィ オ 機 器 等 で 乳｡ 児 に

音 楽 を| 川 か せ る こ と が あ る と 回 答 し ， 生 後 早 く か

ら 音 楽 が 乳 児 を あ や し た り な だ め た り す る た め

に 使 川 さ れ て い る こ と が 示 唆 さ れ て い る （jM 石 ・

梶 川 ，2008 ）。 養 斤 者 が 乳 児 に 直 接 歌 い か け る 対

乳 児 歌IIM 音 声 に つ い て は 近 乍 研 究 が 蓄 積 さ れ て

き て お り ， 対 乳 児 歌 唱 音 声 の 音 響 特 徴 【Ｔrａｉｎｏr.

1996:　 】997: Bergs ｏｎ, ＆ Ｔreh ｕb, 2002; Rock.

Ｔrａｉｎｏr, ＆Addis ｏｎ,1999: 梶 川 ・ 井 上 ・ 佐 藤 他 ，

2005 ） や ， 乳 児 に 対 す る 注 意 喚 起 ・ 相 互 作 川 維

持 ・tl‘1動 調 整 等 の 機 能 が 実 証 的 に 示 さ れ て き て い

る が （Ｎａｋａtａ,＆ Ｔreh ｕb,2004: Ｔrａｉｎｏr, Ｚａｃｈａrjas ，
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1 998: Shenneld, Trehｕb,＆ Ｎａｋａtａ,2003 ）、 オー

ディオ機Ｓ等を通した音楽聴取が発達初期の乳児

に対してどのような機能を持つかについては十分

検討されてきていない。

家庭育児における子守歌としての音楽の使用実態

小 林・松井・谷村 （1993 ） は 、子守 歌として

養育去が乳幼児に歌いかける曲目がテレビなどメ

ディアで普及した新しい 歌などに変化していると

いう調査結果を受け、歌われる曲目に関わらず乳

幼児をあやしたり寝かしつけたりする目的で使川

されるならば、コマーシャルソングやアニメソン

グも子守歌と呼ぶことができると広義に子守歌を

定義し、その上で現代も子守歌は健在であるとし

てい る。 筆者らが実施 した家庭 斤児におけ る 子

守歌の実態調査（黒石・梶川、2008 ） に おいて

も、子守歌は多くの母親に歌われており、また比

較的新しい童謡やメディアで普及した曲がよく歌
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図 １　 子 守 歌 を 歌 う 時 の 姿 勢 ・動 作 の月 齢 に 伴う 変 化

注 ） 母 親261 yl を 対 象とし た 質問 紙 調 査 にお い て， 自 由 記 述 形 式 で 得 た 川

答 をKj 法 に より まとめ たll 位 カテ ゴ リー のJj 齢 変 化.1 ぷ=】査の 詳 細 は 黒

Ｇ ・梶 川（20  08 ） に 記･|ぶして い る．

われる曲として挙げられ、小林ら(1993) と同

様の傾向を見出した。さらにこの火態調介では、

現代のオーディオ機器の片及という背景に注目

し、cD やD ｖD などで乳幼児にi‘i楽を限|かせるこ

とについてもI洲べた結果、生後o ～5 ヶJj児に

対して88.0 ％、乍後24 ～29 ヶJI 児に対しては

97.5％の母親が､|川かせることがあると川答した。

母親が直接乳幼児に歌いかける場ａでも、33.5％

はcD など何かしらの伴奏を 伴って歌っているこ

とが示された。さらに聞かせる状況を尋ねたとこ

ろ、o~2歳令休では、寝かしつける時、遊んでい

る時、児がぐずった時は、養育片が111(接歌いかけ

ることとオーディオ機器類で1'i楽を|川かせること

の両方が行われているが、乍後６ヶ川頃までの

乳児を寝かしつける時とぐずった時は、養介片が

直接歌いかける形式のほうが多く使われているこ

と、人浴時、散歩や外歩き時、川常の11t話をする

時は、もっぱら養育､片が直接歌いかける形式が使

われること、一-づj、乗巾時、親が忙しい時、日中

暇な時は、 以こオーディオ機x4類等による17?楽が

聞かされていることが示された。この結果から、

オーディオ機器類による音楽が介児場而で使川さ

れる状況の特徴として、養育者が他の･川こ従事し

乳幼児へ| 一分日が行き届かない、あるいはt111が

できない状況で、乳幼児の注憲を1‘?楽にひきつけ

ておいたり、機嫌を保ったりする目的で使われて

いる様f が伺えた。また口中暇な時のように、非

目的的にあるいは音楽鑑賞そのものを目的として

使われていることも示された。

このように オーディオ機器類による?’?楽 が、 養

育者の歌いかけと同じくらい日常的に乳幼児に聞

かされ、そ れぞれの特 徴を活かしてllf に 使い分

けられているという側而も、広義に捉えた場 合の

現代のj｀守歌の特徴として考えていくことが必要

であろう。

子守歌に随伴する養育行動

さらにf 守 歌を 構成する 重要な 要素のひとつと

して、j9､T 歌 に 作って乳幼児にりえられる聴覚刺

激以外の刺激が挙げられる。

図 川ま、黒 石・梶 川（2008 ） の 実態 調 査 で、

乳幼 児に獣いかけ る時の動作・姿勢をｄ ねた結果

挙げ られた、1 五要な３つ の動 作・姿 勢を 川齢別

に 集計した結果である（j↑ll ・ 梶川、2005 ）。

この 結米から、 まず 子守 歌が歌 われる際 の母

子問の距離の 変化が読み取 れる。「抱っこしなが

ら」、［ゆらゆら揺らしながら］、「トントン1111き な

がら」な ど、身体接 触を伴う動 作や姿勢が、生後

O ～3 ヶJj 頃 ま では ８割以ll の 母 親により 行わ

れているが、このような身 体接 触は乳幼児の加齢

とともに次第に 減少する。 そしてそ れに 代わり、

j` ど もと一緒に身振り 手振りをしながら、あるい

は踊りながら歌う割 合が増力11している。:吹い 手で

ある 養台1‘iと受け る側の乳幼児の距離が年齢と共

に変化し、密接した状態から次第に距離を持った
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形となっている。 また乳幼児のかかわり方も受身

的に養育者の動作を受け 取る立場から、身振りや

手振りで積極的に 参力|け る形へと変化する様子が

読み取れる。さらに「ゆらゆら揺らす」、「トント

ン叩く」な ど、リズミカルな反復動作が多いこと

も特徴的である。 子守歌を 歌いながら与えられる

反 復動作は 歌に同期する ことが多い と捕測され

る。力||速 度の小さい 令身的低周波振動刺激は、心

身 のリラ ッ クス、緊張 除去、 睡眠誘導 の効果が

あ るこ とが指摘さ れてお り（北堂・荒木・高 橋

他、1999 ）、 乳 児についても啼泣を 停止させ、鎮

静させる効果が高い ことが示されている（江守・

青木、1998j:|: 守・ 青木・ 吉川、1995; Bry ｎｅ, ＆

Ｈｏrｏｗilｚ,1981 ）。 したがって 子守歌に随 伴する

上記のような養育行動は、子守歌の鎖静効果を 高

め、了守歌をより一層、乳児にとって心地よいも

のにしているはずである。

では音楽が乳 児に子守 歌として闘かされる場合

は、どのような 行動を随 伴する傾向があるのだろ

うか。 養育者が乳 児の相手を十分にできる状況で

音楽が聞かされる場合は、 養育者が直接歌いかけ

る子守歌の場合と|司様に、抱きなどの身体接触と

リズミカルな反復動作が多く生じることが考えら

れる。しかし|鴇述の通り、 オーディオ機ｌ 等によ

る音楽が乳幼児に対して使われるのは、乗ポ時や

親が忙しいときな ど、養育占が十分に乳幼｡児の杜|

手を できない状況も多く、 養育者が乳 児を抱くこ

とがで きない場合も多い と予測される。 オーディ

オ機2;4等 に よる音楽は養育者が直接歌い かける子

守歌と514な り 、社会的相互作川無しにも乳児に提

示され得るものであるが、 言語発達において社会

的相 互作川の｡屯要性が 指摘されるよ うに（K ｕhl，

Tsａｏ.＆Ljｕ.2003 ）、 どのような 社会的 相互作川

を 伴って音楽が提示されるかは、乳 児にとって音

楽がどのような意|味を もつ刺激として認知され学

習されていくかに大きく関与すると考えら れる。

そこで本研究は、音楽捉示中に養育者がどのよう

なあやし行動を示すかを行動観察により明らかに

するこ とを目的 とした。 音楽刺 激の有無によっ

て、あやし行動全体の生起 傾向や、同時に生起す

るあやし行動の種類数が どのように 異なるかを調

べた。 またリズミカルな反復動作にも注目し、そ

の生起傾向の変化も検討した。
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対 象 児 の 月 齢 は ２ ～ ５ ヶ 月 齢 と し た 。 こ の 頃

の 乳 児 は 、 次 第 に 選 択 的 に ヒ ト の 声 や 顔 に よ く 反

応 す る よ う に な り( 日1 中 ・ 小 林 ・ 進 藤 、1978) 、

ま た 音 声 や 顔 に 反 応 し て 社 会 的 微 笑 を 示 す よ う に

な る な ど( 高 橋 、1992) 、 豊 か な 相 互 作 川 が 生 起

し 始 め る 時 脚|で あ る 。 ａ 声 に 含 ま れ る 感 情 性 情 報

へ は 比 較 的 早 く か ら 反 応 す る と さ れ る が(Fernald ，

1992) 、 生 後 ３ ～ ４ ヶ 月 頃 に は 視 聴 覚 の 統 合 が

始 ま り 表 情 変 化 に 対 し て も 反 応 す る よ う に な り 、

( Ｗ ａｌｋｅr- Ａｎｄrｅｗs,1997) 、 ｆａｃｅ tｏ ｆａｃｅ の 相 互 作

川 が 増 加 す る(Kay ｅ, ＆Fogel, 1980) 。 母 親 駒j も

乳 児 の 注 意 を ひ き つ け る だ け で は な く 、 よ り ほ か

な 相 互 作 川 を 行 お う と 、 そ の 働 き か け を 変 化 さ せ

る 時 期 で あ る(Kay ｅ,ｅt al｡1980) 。 歌 い 聞 か せ

の 発 違 段 階 の 研 究 で は 、 こ の 時 期 は 母 子 一 体 感 を

ベ ー ス と し た 二 項 関 係 の 体 制 作 り の 時 期 と さ れ て

お り(I ↑I島 、2010) 、 後 のtl: 会 的 相 互 作 川 や 嗇 楽

認 矢||の 堪 盤 が 形 成 さ れ る 重 要 な 時 期 で あ る と 考 え

る 。

ま た| 狗 述 の 通 り 、 養 育 者 が 乳 児 を 抱 い て ゆ ら ゆ

ら と 揺 ら す 行 動 が 妓 も 高 い 頻 度 で 観 察 さ れ る と 予

測 さ れ る が 、 木 調 査 に お い て は 抱 い て 揺 ら す 行 動

以 外 の あ や し 行 動 と そ の リ ズ ミ カ ル 性 を 検 討 す る

た め 、 抱 き を 制 限 し た 状 況 で の あ や し 行 動 の 観 察

を 行 う こ と と し た 。 な お 本 調 査 で は 乳 児 の 生 理 指

標 の 訓 介 を 兼 ね 、 乳 り＆) 心 電 図 測 定 も 行 っ て い る

が 、 本 稿 で は 母 親 の あ や し 行 動 に つ い て の み 報 告

す る 。

方　　 法

対　 象

生後２～５ヶ月の乳児とその 母親33 絹 （ﾘj 児

21 、 女 児12 ）を 対象に調査を実 施した。 全児が

調剤 時には健康で、聴覚を 含めた発達や健康上の

悶題は指摘されていな かった。

上記の実施例のうち、調査中に強いぐずりや 啼

泣により調査を中断した５例、祖母が同席した １

例の、合計６ 例を 除く27 例 （男児16 名 、女児

11 名 ）を 分析対象 とした。 調査時の乳児の週齢

平均は 】7.8週（5Z2）＝4.04 週､/77,７ｇｅ＝10 ～24 週 ）、

平均 体重は6573.3g （即 ＝98 口g, ｇ 硲ｃ＝5000

～8150 g ）ヽ 出 生 時 体］IRは 平均3041.6g （5Zﾌ＝



407.2 g. ａyｗｅ＝2468 ～3974 g ） で あ った。 児

の出 生順 位は、第一 子16 名（59.3 ％）、第二子９

名（33.3 ％）、 第三 子2 yl （7.4 ％） であ り、 母親

の 調介時 平均年 齢は31.7 歳 凶ﾌ ＝4.14 、、7j昭ｅ＝

21 ～39 歳） であった。

手続き

調査は2009 ～2010 年に ６回に分けて実施さ

れた（ 各年3 、7 、9 月）。 調査場所は研究所内の

静かな一室であった。乳 児はお むつ換え等を済ま

せ党醒かつ機嫌良好な状態 であるこ とを 確認後、

床に敷かれたマットの Ｌに仰臥位で寝かされ、母

親はその隣に座った。乳 児に心電図の笥 極を貼付

後、 母親に、 乳児 の自然な 機嫌良好 状態の心拍

数を 測定 する ため、５ 分間ほど乳児と∠l人 で過ご

し、その問普段通りくつろいだりあやしたりする

よう依頼した。 この際、乳児を抱っこせず寝かせ

たままあやすよう伝えた。 その後、観察者はカー

テンでfl:りJら れた観察スペースに退席し、以下の

３ 条件における母子の 行動と乳児の心拍を観察し

た。 ①無 嗇Ｉセッション（音楽刺激無し、２分間）、

② 応楽 セッシ ョン（lヽ≒楽 刺激提示、約 ５分闘）、

③無 嗇Ｈセッション（Iヽ々楽刺激無し、２ 分闘）。

音楽刺激材料

市販のr? 楽CD に 収 録されている曲から、実態

調査（黒石・梶川、2008 ） の 結果を 参考に、 母

親によく歌われている 札 謡３曲（「どんぐりころ

ころ」１分37 秒 、「おもち ゃのチ ャチ ャチャ」２

分42 秒、「大きな栗の木の ドで」47 秒 ）を川い

た。いずれも旋律以外の演奏を含み、歌ll出11声は

無い。　ａ楽 はPC で 再生し、乳児から見てば親と

反対側に設置されたステレオスピーカーから捉示

された。 スピーカーは乳｡児 と母親からはほえない

ように カーテンの陰に置かれた。音楽の ぷd は 音

楽提 示中の乳児耳 元位i;りの等価騒音レベル 平均 値

44.5dB （ｇyＷｅ＝36.5 ～53,7dB ）で 提示された。

録　 画

母 ｆ の 様子 は 観 察室 の ３か 所 に 設ill゙1さ れ た

ハードデ ィスクムービ ーカメラ ３台（ｖictｏr.Gz-

MG880 ） で 録画さ れた。１台は乳児全休を、１台

はやや下方向から母親の表情を含めた全休を、１

台は 母子令 体を 捉え、こ れら３映 像と心碓図 解

析ソフトによりリアルタイムに表示さ れるPc 画

面 の41 映 像 を、 画 而 ４分 割 装1汽（FoR. Ａ,Ｍｖ-

音楽が母親の対乳児あやし行動に及ぼす影響

40F ） により １つ の画1削 こ合成して録両した。

倫理的配慮

調査開始前に 協力者への調査内容 説明を十分に

行った。 調査内容を 記した同意書と、ビデオの撮

影内容を記した映像許111書 を 見せながら説明した

上で、それらの書類に 協力者と調 査員両1‘?が 署名

し、控えを 協力占に渡 した。調 査参加 の辞退は、

調か1:1や 調 査終了後など。桝名後も可能であ るこ

とを説明した。 調査尖施機関であるピジョン（株）

に 倫理=委 員会の設置は無いが、 代替としてH: 内 規

定により調査参力11者の安令性が確保され、佃人情

報保護法令ならびに佃人情報保護マ ネジメントシ

ステ ム（JlSQ 15001 : 2006 ） 要 求事項 に適合し

た業務遂行に則り、佃人悄報が保護された（プラ

イバシーマーク認証 付与企業）。

分　 析

あやし行動

まず録 画されたビデオを総覧し、どのようなあ

やし行動が生起しているかを調ぺた。その結果、

多くの母親に共通して生起したものを中心に、あ

やし 行動 は以 下の ４つの カテゴリ ーに分類さ れ

た。

［接触］ 乳 児に接 触する動きのあ る行動。ト ン

トン|11jく 、 なでる、ｆ 足を持って揺らす等。動き

の無い接触やμ話による接触は除く。

［発声］ 語りかけ や歌いかけ。

［揺れ］lj 親 が自身の頭や 体を揺 らしてみせる

行動。

［その他］ 上記以 外の動きのあるあやし行動。

これらのあやし行動のうち、同じパターンや同

じ間隔の動作を ３回以 上反復する動きを［リズミ

カルな接 触］、［リズミカルな揺れ］、［リズミカル

なその他］として分類した。リズミカルの定義は

Ｔｈｅｌｅｎ（1979 ）お よび江尻（1998 ） に ならった。

リズミカルな特徴を持たない場合を、それぞれ［非

リズミカルな接 触］、［非リズミカルな掘 れ］、［非

リズミカルなその他］とした。さらに［発声］に

ついては、歌いかけを ［リズミカルな発 声］、歌

以外の語りかけや 発声を ［非リズミカルな発声］

とし た。６秒 を １二コマ （I セ ッ シ ョン20 コ マ）

とし、 各コマで 生起し たあ やし 行動をI/O で 記

録 し、 各セッショ ンの開始 後 ２分間の 各カテゴ

リー生起コマ数を 算出した。
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あ や し 行 動 全 休 の 生 起 頻 度 と し て 、 カ テ ゴ リ ー

を 問 わ ず い ず れ か の あ や し 行 動 が 生 起 し た コ マ 数

を 調 べ 、 セ ッ シ ョ ン| 川の 比 較 を 行 っ た 。 さ ら に

異 な る カ テ ゴ リ ー の あ や し 行 動 が 複 数 同 時 に 生

起 す る 傾 向 を み る た め 、 あ や し 行 動 が １ 種 類 の

み 生 起 し た コ マ 数 と 、２ 種 類 以 上 生 起 し た コ マ 数

を 調 べ た 。 ６ 秒 問 の １ コ マ 内 で 生 じ た 複 数 の あ や

し 行 動 は 、 必 ず し も そ れ ら が 同 時 に 生 起 し た こ と

を 示 し て は い な い が 、 生 後 ４ ヶ 月 児 と 母 親 の111

互 作 川 の 随 伴 性 を 調 べ た 研 究 で は 、 随 伴 性 を 検 討

す る の に 適 し た 分 析 時 間 は ３ 秒 間 で あ る こ と が

見 出 さ れ て い る こ と か ら （Ｖａｎ Ｅｇｅrｅｎ, BarrａＵ, ＆

Roach,2001 ）、 例 え ６ 秒 問 １ コ マ の 間 に 複 数 の

あ や し 行 動 が 同 時 で は な く 順 に 生 起 し た と し て

も 、 そ れ は 乳 児 の 反 応 を 得 て 母 親 が 新 た に 次 の あ

や し 行 動 を 生 起 さ せ た と い う よ り は 、 乳 児 の 反 応

を 待 た ず に1;1 親 が 続 け て 生 起 さ せ た 一 辿 の あ や し

行 動 と 考 え る こ と が で き る と み な し た 。

ま た あ や し 行 動 の リ ズ ミ カ ル 性 を 調 べ る た め 、

リ ズ ミ カ ル な ［接 触 ］［ 発 声 ］［ 揺 れ ］［ そ の 他 ］

の い ず れ か が 生 起 し た コ マ 数 を リ ズ ミ カ ル な あ や

し 行 動 令 休 と し て 、非 リ ズ ミ カ ル な ［接 触 ］［ 発声 ］

［揺 れ ］［そ の 他 ］ の い ず れ か が 生 起 し た コ マ 数 を

非 リ ズ ミ カ ル な あ や し 行 動 全 休 と し て 、 生 起 コ マ

数 を 調 べ 、 セ ッ シ ョ ン 間 比 較 を 行 っ た 。

生 起 コ マ 数 の セ ッ シ ョ ン 問 比 較 は 中 火 値 の 差を

フ リ ー ド マ ン の 検 定 に よ り 調 べ 、 セ ッ シ ョ ン 闘 の

差 が 有 意 で あ っ た カ テ ゴ リ ー に つ い て 、 符 り つ き

順 位 検 定 を 下 位 検 定 と し て 行 っ た 。

カ テ ゴ リ ー 分 類 の 一 致 率

初 め に ５ 例 分 （ 全 体 の18.5 ％） に つ い て 、２ 名

が 独 立 に カ テ ゴ リ ー 分 類 を 行 い 、 ３ つ の カ テ ゴ

リ ー に つ い て 二1｀?一 致 率 （2 名 の 分 類 が 一 致 し た

生 起 数 の 比 率 ） を 算 出 し た 。 各 カ テ ゴ リ ー の 一 致

率 は 、［ 接 触 ］ が80.6 ％、［ 発 声 ］ が74.0S 、［ 揺

れ ］が93.4 ％ で あ っ た 。不 一 致 箇 所 の 確 認 を 行 っ

た 上 で 、 １ 名 が 全 例 の 分 類 を 行 っ た 。

結　　 果

生起したあやし行動をケース別に集計したとこ

ろ、３セッション全体でのあやし行動生起コマ数

が、合計２コマと極端に少ないケースが１例み
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られた。その他の26 例では、３セッション令体

で18 ～129 コマ生起した。そこでこの1f 列を

除く26 例について、以下の分析を行った。

あやし行動全体の生起傾向

まずあやし行動令体の生起傾向を調べるため、

カテゴリーを問わずいずれかのあやし行動が生起

したコマ数を調べた。その結米を衣１および図

２に示す。各セッションの中央値を比較したとこ

ろ、セッション問に有意な差は認められず( ｊ２

＝3.577,df ＝2,/５)、あやし行動が生じたコマ数

は音楽の有無に関わらず３つのセッションで同

程度であることが示された。

さらに毀なるカテゴリーのあやし行動が複数同

時に乍起する傾向について、あやし行動が１種

類のみ生起したコマ数と、２種類以上生起したコ

マ数を調べた。Ｉ種類のみ生起したコマ数は、無

ｇｌセッションで巾火値7.0 コマ( セッションの

総コマ数に対する割合35.0 ‰ 以下同様に示す)、

四分位偏差3,3 コマ、音楽セッションで中火価4.5

コマ(22,5 ％)、四分位偏差2,5 コマ、無音Ｈセッ

ションで中火値7.5 コマ(37.5 ％)、四分位偏差

3.3コマであった。２種類以上が生起したコマ数

は、無音１セッションで中火値９コマ(45.0 ％)、

四分位偏差5.0 コマ、音楽セッションで中火値9.5

コマ(47.5 ％)、四分位偏差8.1 コマ、無音IIセッ

ションで中火値7.0 コマ(35.0 ％)、四分位偏差5.8

コマであった。無音I -tごツションと音楽セッショ

ンでは、２種類以上生起したコマ数が １繩頬のみ

生起したコマ数を上回り、特に音楽セッションで

その傾向が強かった。

あやし行動のリズミカル性

リズミカルなあやし行動全体の生起コマ数と、

非リズミカルなあやし行動全体の生起コマ数、お

よび各下位カテゴリーの生起コマ数の中火値を表

１に示す。

生起したあやし行動の種類には個人麓があり、

卜位カテゴリーについては生起コマ数の分布の偏

りが大きいため、表１に示すように中火防が0.0

となるカテゴリーが多かった。

本調査ではあやし行動の種類の違いを超えたリ

ズミカル性を検討するため、佃々の下位カテゴ

リーではなく、リズミカルなあやし行動令休の生

起コマ数と、非リズミカルなあやし行助全休の生
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図２　あやし行動全体の生 起コマ数中央値のセッション間比 較

illE）エラーバーは四 分くらい 偏差を 表す，

起コマ 数につ いて、巾ﾘjll‘{の セッション 間比較

を 行っ た．その結 果を図 ３に示す． リズミカル、

非 リズミカ ルいず れにおいて もセッ ショ ン問に

付意な 差が認められ( リ ズミカル・ｊ２ ＝6,333 ，

df1＝2,ρ＜.05 : 非 リ ズミカル 、ｊ２ ＝21.51 1. ryyl=

2･ρく.001) 、 ド 位検定の結果、リズミカルでは無

lll ・ 無 肖 Ｈと 片楽 の間に 有憲な 差があ り( い

ずれもρ＜.05) 、 無 音時と比べて1'i楽 提 示中に生

起コマ 数が 増加し た． 非リズ ミカルでは すべて

のセッ ション問に 有意差があ り( 無 音Ｉとａ楽、

ρ＜.001; 無r? 11 と 音 楽､ ρ＜.01; J剔‘口 とJ剛'?II ，

ρく.01) 、 無 印|､yと比 べ1'?楽 捉 示巾に 生起コマ数

は減少した．また 片楽払1示 終ｒ後哨)無rl II は 、j14

初の 無ごII よ り も生起コマ数は少なかったが、i'?

楽 捉 示中よりは多かっ た．

さらに、 分布の偏りが 人きく中火値で傾向が捉

えにくかった ﾄﾞ位カテゴリーについて、追加資料

として、セッション別に 各カテゴリーのあやし行

動を 】コマ以] こ生起さ せた 母親の人数を 調べた

( 表2) 。 接 触はリズミカル・非リ ズミカルを 合わ

せてjllも 多くの 母親が 乍起させ たカテゴリーで、

いず れのセッションにおいて も約70 ％以ll の 母

睨が生起さ せた。 非リ ズミカ ルな発声は 各セッ

ションで約85 ％ 以ll の 母 親が生起させたが、リ

ズミカルな 発声は無?'?セ ッ ションでは少なく、占

楽 セッション で生起さ せた 母親が比較的 多かっ

た。揺れはリズミカル・非リズミカルいずれも生

起させたμJ;親は比較的 少なかったが、どちらも無

?‘?セ ッションと比べ;卜?楽 セッションで多くの母親

が生起させる 傾向がみられた。
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沁) ゛゙￥ ＞.001, り゙ ＞.01, ρ゙＜.05，

エラーバーは四 分位偏差を 表すっ グラフ中の検定 結米はド位倹定( 符り つき順位検定)

結 米を 友す

表 ２　セッション別　各下位カテゴリーを１コマ以 上生起させた母親の人数および 割合

( 片2 ０

リズミカル　　接触

免,lf

陥れ

その他

非リズミカル　接触

発声

揺れ

その他

無r7･ 1

ﾉ､農　 割か印
-
23　　85.2

４
　

６

―

‘
　

Ｓ

’

６
　

５

考　　 察

現代の育児における音楽の役割に注目し、音楽

が有る場合の母親のあやし行動の変化を調べた。

育児の中で音楽が使われるのは、養育嗇がゆっく

り長時間乳児の相手をすることができない状況が

多いという実態調介の結米( 黒石・梶川、2008)

を受け、母親が児を抱かず、児を仰臥位で寝かせ

た状態で観察を行い、生起するあやし行動の種類

やリズミカルな特徴が音楽の有無によりどう変化

するかを調べた。その結果母親のあやし行動に

は、乳児への接触と発声と休を揺らして兄せる行

動が主に含まれていた。それぞれlit独で生起する

だけでなく、複数の異なるあやし行動が同時に乍

起しており、特にi‘?楽提示中はその傾向が強かっ

た。あやし行動令休の生起コマ数は1‘?楽の提示に
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より人きく変化しないが、リズミカルなあやし行

動の割合が音楽の¶it示により増加することが示さ

れた。

抱きが制限された今回のような観察状況におい

て、最も多く生起した母親のあやし行動は、児を

悍く叩いたりなでたり児の手足を持って動かした

りするような、接触を伴うものであった。生起す

るあやし行動の種類やリズムやテンポは状況や提

示される曲の特徴によって異なることが予測され

るが、音楽聴取時に聴党刺激だけでなくマルチ

モーダルな刺激、そしてマルチモーダルなリズミ

カル刺激が乳児に与えられていたという点が注目

に航する。このような音楽に随伴して他感党の刺

激が与えられることは、乳児にとってどのような

意味があるだろうか。?'?楽を聞きながら子守歌を

養育者が歌う場合も含めて 佇察したい。



まずは今回観察されたように、聴覚刺激である

音楽や子守歌に接触などの 他感覚刺激を随伴させ

ることは、乳 児を鎮静させる効米を高める機能が

ある と考えら れる。乳 児は新生｡ﾘＪりlか らすでに、

自らを鎮 静させる方略を 備えてお り、弱い啼泣や

体動によって自らを 調整し、啼泣やぐずりから覚

醒や睡眠へとステイトを変化させることが可能で

ある。　しかしこのような自己調整方略は乳児にお

いてはまだ少なく未熟であるため、乳児はそのス

テイト調整を養台 冷や外 界からの刺激による他者

調整に大きく 負っている( 斎 藤｡1994) 。 他者調

整はそ の感覚受 容器の 種類から 人きく３つにわ

けて考えることができる。 一つは、聴党、 視覚な

どの遠受 容X 抑丿激であ る。 児に 顔を 見せ る、話

しかけ たり歌い かけ たりするな どがこれにあた

る。二つ目は接触党、嗅覚などの近受容2 勁1｣激で

あ り、児をなでる、さする、軽くたたく、匂いを

かがせる、などが含まれる。 ﾃﾞﾐつ|｣ は|狗庭党刺激

と、多感覚刺激を乳 児に 与える抱きであり、抱い

て揺らす、大きな姿勢変化を 与える、バウンサー

により振動刺激をり･え るなどがこれにあ たる。 児

を 鎮 静させる強 さは、述受 容 器刺激が比較的弱

く、 前庭党刺激・抱きがj14も強 い。またこれらを

組み合わせることで、より鳥い鎮静効果が得ら れ

る(Jahr ｏｍｉ,Pｕtｎａｍ､＆St 山ｅr,200･1) 。 音楽や子

守歌の歌声は、聴党刺激としてのみ乳児に 与えら

れる場合は遠受 容l 抑丿激であ り、鎮静性は必ずし

も強くはないが、旨楽を|川きな がら、あ るいは了

守歌を歌いながら、抱っこして ゆらゆら揺らした

り、 乳 児の休をト ントン と111】き な がらリ ズムを

とっ たりする ことは、 他受 容2 縁lj激 を 細み合わ

せ、 鎮 静機能を強 めてい ると 考え ることができ

る。 ただし乳児への鎮 静作川については、乳児の

反応を調ぺ実証的に 検討していく必要がある。

さらに 母親自身が頭や 休を揺らして見せる行動

の生起は、今回観察さ れた興|味深いあやし行動で

ある。 この行動は、リズミカル／非リズミカル共

に、無?･?セ ッ ションでは 少なく、肖楽セッション

で増 加し た。 音楽 のリ ズムに 対して 休を動 かす

動 作が自然に 生じる ことはヒ トに 酋遍的にみら

れる行動 とさ れる(Br ｏｗｎ,2003) 。 母 親の 体の

揺れは、乳 児を抱っこしている状況であれば乳児

にとって全身振動刺激となり、乳児の注意が母親

r滝 力㈲ 親の附L 児あやし行動に及ぼす影響

に向いてい れば、μ楽 に同期した揺れの 撹覚刺激

となるであろう。 頭や全身を揺らすことはリズム

の認識と深 く関連し ているこ とが指摘 されてい

る(Phillips-Silｖｅr＆ Ｔrａｉｎｏr,2008: 2005) 。 また

生後３～ ５ヶ 川児において、iit純 な リ ズムやテ

ンポの認識 が撹党刺 激との同 期性 によ り変化す

ることなども示 されてお り(Bahrick ＆Licklitｅr.

2000) 、 音楽に随伴する他感覚のリズミカルな刺

激と、音楽認識、特にリズムや拍の認識との強い

関連性が示唆される。

さら に母親白身 が 発生させる揺 れやリ ズムが

乳｡児 に伝わり、 母親と乳 児が同じ リズ ムを 共有

することは、 養育､'?が 乳 児の反応 に 合わせるよ

うにして働 きかけ、乳 児を引 き込み、コ ミュニ

ケー ションの原 型を 成 立させる 原初的 相互主体

性( Ｔrｅｖａrlhen.＆Aitｋｅｎ,2001) に 類 似している。

音楽という第 三の物に 対して共同注意を 向ける時

期にずっと先立ち、1`で?楽 という外部刺激を 伴って

この ようなtl口召乍川がな されるこ とは興 味深い

が、 今後 乳児側の 反応もａ めた検 討が必 要であ

る。

なお今II II の 観察では。母親が乳 児を鎮静させよ

うとしていたのか、活性化させようとしていたの

かは検討できていない。あやし行動の意図や目的

によりi=‘i楽 の機能がどのように異なるかも、今後

検討する必要がある。さらに本研究では、あやし

行動に対する音楽の一時的な影響を調べたが、･ff

楽 は 長拘丿的に繰り返し聴収することにより、その

曲に対する選好や 親和性が変化し、それに伴い養

台者の行動や乳 児の反 応も変 化す ると考え られ

る。 今 後長期的な 削点 で の検討も 行ってい きた

し‰

以上本研究では、ａ楽を伴う場 合の母親のあや

し行動を観察し、音楽提示によりあやし行動の令

休量は変化せず、リズミカルなあやし行動の割合

が増力|け ること、接 触刺激・聴覚刺激・削覚刺激

など多様な感覚のリズミカルな刺激が、r? 楽 とと

もに乳児にり､え られていることが示された。音楽

が養育嗇の可能性を引 き出し、乳児に効果的 に作

用する方向へそのあやし 行動を変化させる機能を

持つならば、育 児や支援におけるａ楽の効果的な

活川がjり1待される。　しかし逆に、養育者あるいは

養育占と乳児の闘で自然に 発生する相互作用のリ
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ズムやテンポを、音楽がISIにIFする可能性も十分に

考えられる。音楽がもつ機能を最大限に活川する

ためにも、発達初明における音楽の構造や機能を

今後も追究していきたい。
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音楽が吋親の術L 児あやし行動に及ぼす影響

カルな刺激が赤ちゃんに与えられることがわかり

まし た。1･?楽 に 随伴してリズミカルな刺激を与え

ることは、赤ちゃんを 効率よく落ち着かせ、相互

作川に引き込む機能があ ると考えられます。その

一方あやし行動の 令休以や、あやし行動を 複数同

時に行う傾向は、 心楽を 提示しても大きく変化せ

ず、吋親それぞ れの働きかけ 頻度が全体としては

保たれながら、その特徴がリズミカルなものへと

変化することが伺え ました。

今回の結果では、l??楽 に よりけ親のあ やし行動

がより効米的なものへと変化する可能性が示唆さ

れました。　しかし一方で、け親のあやし行動が持

つ 独自のリズムやテンポが 心楽により阻害さ れる

ことも考えられます。 今後は赤ちゃんの反応も含

め、発達や斤児における μ楽の機能をさらに探っ

ていきたい と思います。

20 川 上19 受 稿 、20 1 1.3.22 受 理
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現代、む楽はいっそう身近になり、赤ちゃんは

早くからな楽にふれています。 41る時や車で移動

する|時、家事をする時、川中なんとなく過ごして

いる時などに音楽をきかせることが多いようで

す。このような?'?楽が赤ちゃんにとってどのよう

な意味を持つものになるかは、音楽と一緒に与え

られる働きかけが大きく関'jすると考えます。

実態調査によると、養育者が赤ちゃんに了守歌

を歌う時、赤ちゃんを抱いてゆらゆら揺らした

り、トントンと背中やおJ八をタッピングしたり、

手遊びをしたりしながら歌うことが多いようです

が、音楽を赤ちゃんに闘かせる峙、人はどのよう

な働きかけをするのでしょうか。本研究では占楽

が流れてきた峙の母親のあやし行動の変化を観察

しました。抱っこをしてしまうと出現するあやし

行動が制限されるため、抱っこはしない状況で観

察しました。その結果、r'll楽があることにより、

一定のリズムで赤ちゃんをさすったり、タッピン

グしたり、頭や体を揺らして見せたりする、リズ

ミカルな反復動作の割介が増加し、盲楽とともに

視覚や聴覚や接触覚といった多感覚からのリズミ


